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1. 2023年12月期第2四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 27,197 △0.2 2,659 △25.9 2,931 △31.8 1,985 △36.4

2022年12月期第2四半期 27,241 19.7 3,590 42.4 4,297 51.2 3,120 62.4

（注）包括利益 2023年12月期第2四半期　　3,382百万円 （△23.0％） 2022年12月期第2四半期　　4,393百万円 （65.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第2四半期 55.88 55.44

2022年12月期第2四半期 87.85 87.29

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 65,542 42,514 64.3

2022年12月期 63,302 39,735 62.2

（参考）自己資本 2023年12月期第2四半期 42,121百万円 2022年12月期 39,380百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00

2023年12月期 ― 20.00

2023年12月期（予想） ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,000 4.0 6,500 3.1 6,900 △2.0 5,000 5.2 140.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期2Q 37,735,784 株 2022年12月期 37,735,784 株

② 期末自己株式数 2023年12月期2Q 2,210,958 株 2022年12月期 2,210,820 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期2Q 35,524,920 株 2022年12月期2Q 35,523,474 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる場合
があります。なお、上記業績予想に関する事項は、P.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・決算補足説明資料につきましては、決算発表後一週間以内に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「ベンチャースピリット溢れる企業集団を目指す。」を企業理念とし、グループ本社の機能を

充実することで、各事業会社の相互連携を強化し、グループ全体での間接コストを抑制して、利益成長を加速させ

ることを経営方針としております。

本年度の重点施策として、成長分野への投資を集中させることによりグループ各社の事業展開スピードを加速さ

せるとともに、調達・製造・製品企画など様々な領域で、グループ各社の事業連携の強化を目指しております。

当第２四半期連結累計期間は、ＳＳ事業は堅調に推移した一方で、ＩＡ事業のＦＡ関連及びＭＥＣＴ関連が伸び

悩んだこと等により、売上高は271億97百万円と前年同期に比べ0.2％の減収となりました。利益面につきまして

も、コロナ禍の行動制限の緩和による営業・販売促進活動の強化及び為替の影響並びに国内外の物価上昇により、

販売費及び一般管理費が増加したため、営業利益は26億59百万円（前年同期比25.9％減）、経常利益は29億31百万

円（前年同期比31.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、19億85百万円（前年同期比36.4％減）となり

ました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① ＳＳ事業

ＳＳ事業は、売上高120億96百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は12億63百万円（前年同期比18.7％減）

となりました。

防犯関連は、売上高は83億90百万円（前年同期比5.5％増）となりました。海外ではヨーロッパで屋外用センサ

ーの販売が、国内では警備会社向けの販売が堅調に推移した結果、前年同期実績を上回りました。

自動ドア関連は、製品供給体制が評価され国内外共に販売が順調に推移した結果、売上高は27億39百万円（前

年同期比9.9％増）となりました。

② ＩＡ事業

ＩＡ事業は、売上高144億48百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益は13億84百万円（前年同期比34.8％減）

となりました。

ＦＡ関連は、ヨーロッパ向けの販売は順調に推移したものの、中国で二次電池向けが低調に推移しました。ま

た、国内では半導体関連の設備投資抑制や顧客の在庫調整の影響を受けて販売が伸び悩んだ結果、売上高は51億

65百万円（前年同期比7.6％減）となりました。

ＭＶＬ関連は、国内では自動車関連の電子部品向けの販売が、海外では物流向けの販売が堅調に推移した結

果、売上高は67億18百万円（前年同期比0.8％増）となりました。

ＩＰＣ関連は、半導体製造装置向けで部品不足等による製造遅延により、売上高は20億22百万円（前年同期比

3.1％減）となりました。

ＭＥＣＴ関連は、二次電池製造装置の受注案件が製造過程にあることから、売上高は５億42百万円（前年同期

比22.1％減）となりました。

③ ＥＭＳ事業

ＥＭＳ事業における外部顧客への売上高は、生産受託案件が伸び悩んだことにより３億63百万円（前年同期比

14.0％減）となりました。一方、営業利益はグループ内製品の製造量が増加したこと等により、２億72百万円

（前年同期比143.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は655億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億39百万

円増加しました。

流動資産は502億59百万円となり、23億26百万円増加しました。これは主に、受取手形及び売掛金が７億75百

万円、現金及び預金が４億30百万円それぞれ減少したものの、原材料及び貯蔵品等の棚卸資産が35億37百万円

増加したことによるものであります。

固定資産は152億83百万円となり、86百万円減少しました。これは主に、工具、器具及び備品等の有形固定資

産が１億56百万円増加したものの、投資その他の資産が１億36百万円、償却等により顧客関係資産等の無形固

定資産が１億６百万円それぞれ減少したことによるものであります。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は230億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億38百万

円減少しました。これは主に、長期借入金等の固定負債が28億72百万円増加したものの、短期借入金及び未払

法人税等の流動負債が34億11百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は425億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億78百

万円増加しました。これは主に、利益剰余金が13億45百万円、為替換算調整勘定等のその他の包括利益累計額

が13億95百万円それぞれ増加したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比

較して４億30百万円減少し、168億56百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は３億62百万円（前年同期は14億87百万円の獲得）となりました。これは主に

棚卸資産の増加（31億84百万円）、法人税等の支払（13億94百万円）、賞与引当金の減少（５億16百万円）に

より資金が減少したものの、税金等調整前四半期純利益の確保（29億34百万円）、売上債権の減少（12億65百

万円）により資金が増加したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は３億46百万円（前年同期は６億90百万円の使用）となりました。これは主に

有価証券並びに投資有価証券の売却及び償還による収入（３億９百万円）があったものの、有形固定資産の取

得による支出（４億50百万円）、無形固定資産の取得による支出（93百万円）により資金が減少したものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は12億92百万円（前年同期は６億３百万円の使用）となりました。これは主に

長期借入れによる収入（42億円）があったものの、短期借入金の純減少額（43億３百万円）、配当金の支払

（６億39百万円）により資金が減少したものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度の業績見通しについては、2023年７月28日に公表いたしましたとおり、ＳＳ事業防犯関連やＩＡ

事業ＭＶＬ関連の販売伸長などにより売上高は570億円（前年度比4.0％増）を見込んでおります。利益面でも、こ

の売上高の増加などにより、営業利益は65億円（前年度比3.1％増）、経常利益69億円（前年度比2.0％減）、親会

社株主に帰属する当期純利益50億円（前年度比5.2％増）を見込んでおります。なお、予想にあたりましては、当

連結会計年度下半期（2023年7月１日～2023年12月31日）の平均為替レートを対米ドル135円、対ユーロ140円にて

算定いたしております。

詳細は2023年７月28日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,287 16,856

受取手形及び売掛金 12,221 11,445

有価証券 327 323

商品及び製品 5,782 6,603

仕掛品 1,952 3,134

原材料及び貯蔵品 8,513 10,047

未収還付法人税等 111 158

その他 1,802 1,743

貸倒引当金 △65 △55

流動資産合計 47,932 50,259

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,488 3,542

機械装置及び運搬具（純額） 394 388

工具、器具及び備品（純額） 830 938

土地 2,512 2,535

建設仮勘定 113 103

使用権資産 281 269

有形固定資産合計 7,621 7,778

無形固定資産

特許権 278 236

商標権 336 300

顧客関係資産 488 410

のれん 987 1,063

その他 725 697

無形固定資産合計 2,815 2,709

投資その他の資産

投資有価証券 2,144 2,189

長期貸付金 25 23

繰延税金資産 2,123 1,925

その他 1,069 1,124

貸倒引当金 △430 △467

投資その他の資産合計 4,932 4,796

固定資産合計 15,370 15,283

資産合計 63,302 65,542

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,165 3,648

短期借入金 8,926 4,622

１年内返済予定の長期借入金 708 1,826

未払金 1,381 1,359

未払法人税等 1,258 760

賞与引当金 1,117 605

その他 2,194 2,517

流動負債合計 18,752 15,341

固定負債

長期借入金 1,247 4,076

繰延税金負債 655 653

再評価に係る繰延税金負債 22 22

退職給付に係る負債 1,436 1,459

役員退職慰労引当金 139 117

その他 1,313 1,357

固定負債合計 4,814 7,687

負債合計 23,567 23,028

純資産の部

株主資本

資本金 2,798 2,798

資本剰余金 7,579 7,579

利益剰余金 31,130 32,475

自己株式 △3,588 △3,588

株主資本合計 37,919 39,264

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △102 7

土地再評価差額金 △5 △5

為替換算調整勘定 1,592 2,871

退職給付に係る調整累計額 △23 △16

その他の包括利益累計額合計 1,461 2,856

新株予約権 341 377

非支配株主持分 13 15

純資産合計 39,735 42,514

負債純資産合計 63,302 65,542
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 27,241 27,197

売上原価 13,310 13,270

売上総利益 13,930 13,926

販売費及び一般管理費 10,340 11,266

営業利益 3,590 2,659

営業外収益

受取利息 11 47

受取配当金 9 10

投資有価証券売却益 18 22

投資事業組合運用益 - 19

為替差益 566 110

受取賃貸料 9 8

保険返戻金 45 5

持分法による投資利益 35 30

補助金収入 13 2

その他 37 62

営業外収益合計 747 318

営業外費用

支払利息 26 31

賃貸費用 5 4

投資事業組合運用損 0 -

その他 8 11

営業外費用合計 41 47

経常利益 4,297 2,931

特別利益

固定資産売却益 6 4

特別利益合計 6 4

特別損失

固定資産除売却損 3 2

特別損失合計 3 2

税金等調整前四半期純利益 4,300 2,934

法人税、住民税及び事業税 1,082 837

法人税等調整額 96 111

法人税等合計 1,179 948

四半期純利益 3,121 1,985

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,120 1,985

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 3,121 1,985

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △90 110

為替換算調整勘定 1,350 1,279

退職給付に係る調整額 12 6

その他の包括利益合計 1,271 1,397

四半期包括利益 4,393 3,382

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,390 3,380

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,300 2,934

減価償却費 747 816

のれん償却額 140 184

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43 △21

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 23

賞与引当金の増減額（△は減少） △332 △516

受取利息及び受取配当金 △20 △57

支払利息 26 31

為替差損益（△は益） △92 △75

持分法による投資損益（△は益） △35 △30

補助金収入 △13 △2

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △18 △22

投資事業組合運用損益（△は益） 0 △19

固定資産除売却損益（△は益） △3 △2

売上債権の増減額（△は増加） △595 1,265

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,399 △3,184

仕入債務の増減額（△は減少） 38 160

その他 151 219

小計 2,858 1,724

利息及び配当金の受取額 14 59

利息の支払額 △26 △30

補助金の受取額 13 2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,371 △1,394

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,487 362

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △100 △100

有価証券の売却及び償還による収入 4 254

投資有価証券の取得による支出 △100 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 40 55

有形固定資産の取得による支出 △417 △450

有形固定資産の売却による収入 8 8

無形固定資産の取得による支出 △125 △93

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △21

貸付けによる支出 △9 △4

貸付金の回収による収入 7 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △690 △346

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,881 △4,303

長期借入れによる収入 2,100 4,200

長期借入金の返済による支出 △183 △367

配当金の支払額 △532 △639

リース債務の返済による支出 △104 △181

自己株式の取得による支出 - △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △603 △1,292

現金及び現金同等物に係る換算差額 679 845

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 873 △430

現金及び現金同等物の期首残高 17,120 17,287

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,993 16,856

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関す

る仮定について重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ＳＳ事業 ＩＡ事業 ＥＭＳ事業 計

売上高

防犯関連 7,956 - - 7,956 - 7,956 - 7,956

自動ドア関連 2,493 - - 2,493 - 2,493 - 2,493

ＦＡ関連 - 5,589 - 5,589 - 5,589 - 5,589

ＭＶＬ関連 - 6,664 - 6,664 - 6,664 - 6,664

ＩＰＣ関連 - 2,086 - 2,086 - 2,086 - 2,086

ＭＥＣＴ関連 - 696 - 696 - 696 - 696

その他 1,058 - 422 1,481 273 1,754 - 1,754

顧客との契約か

ら生じる収益
11,509 15,036 422 26,968 273 27,241 - 27,241

外部顧客への

売上高
11,509 15,036 422 26,968 273 27,241 - 27,241

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

39 16 5,602 5,658 29 5,687 △5,687 -

計 11,548 15,053 6,025 32,626 302 32,929 △5,687 27,241

セグメント利益 1,554 2,123 111 3,790 3 3,793 △203 3,590

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、ソフトウェア開発及び環境体験学習運営等

の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△203百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない

全社費用が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ＳＳ事業 ＩＡ事業 ＥＭＳ事業 計

売上高

防犯関連 8,390 - - 8,390 - 8,390 - 8,390

自動ドア関連 2,739 - - 2,739 - 2,739 - 2,739

ＦＡ関連 - 5,165 - 5,165 - 5,165 - 5,165

ＭＶＬ関連 - 6,718 - 6,718 - 6,718 - 6,718

ＩＰＣ関連 - 2,022 - 2,022 - 2,022 - 2,022

ＭＥＣＴ関連 - 542 - 542 - 542 - 542

その他 965 - 363 1,328 288 1,617 - 1,617

顧客との契約か

ら生じる収益
12,096 14,448 363 26,908 288 27,197 - 27,197

外部顧客への

売上高
12,096 14,448 363 26,908 288 27,197 - 27,197

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

43 18 6,574 6,636 35 6,672 △6,672 -

計 12,139 14,467 6,937 33,545 324 33,869 △6,672 27,197

セグメント利益 1,263 1,384 272 2,920 2 2,923 △263 2,659

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、ソフトウェア開発及び環境体験学習運営等

の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△263百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない

全社費用が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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